
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.はじめに 

 中国古典園林は，芸術的なレベルが高く評価され，独特の思想

的な基盤を持った庭園様式の一つである。独自の様式を成立して

いる主な理由は，豊富な意境1)を融合させる点である2)。蘇州にあ

る蘇州私家園林は，中国古典園林の設計思想や芸術手法を巧みに

取り入れていることにより，中国古典園林の模範として認められ，

中国文化に特有な「自然から生まれ，そして自然を超越する」と

いう奥深い意境を映し出している傑作である3)。 
蘇州私家園林の園林建築は，用途機能と目的の違いにより，建

築の形態と呼称がそれぞれ異なる。園林建築にかかる扁額は，園

林建築における重要な構成要素の一つであり4)，文学，哲学，美学，

絵画等の領域に関連し，庭園の所有者や設計者が自らの感情や理

念を含み5)，景観の真髄を導き出している6)。蘇州私家園林におい

て，扁額は建築や風景と庭園の精神性や空間性を結びつける懸け

橋と認められる7)。 
  蘇州私家園林の重要な特徴の一つは，他の園林と比べると面積

が比較的狭いにも関わらず，限られている空間を意境の活用によ

りより広く感じさせることである。しかし，時間を経て扁額の遺

失が増える一方，扁額の場所移動による本来の意境との不一致も

発生しているため，蘇州私家園林の意境は損なわれつつある。蘇

州私家園林の扁額に含まれる意境についての理解，および扁額が

如何に空間の特徴を反映しているかということの理解は，意境の

保存と再生ための重要な手掛かりであり，中国庭園文化の不可欠

な研究課題であると考える。扁額の研究により，中国私家園林に

独特な時代背景，また造園思想をより一層深く理解することがで

きる。  

 扁額に関する既往研究は，文学，美学の側面からの研究が多い
8) 9)。個別の庭園における扁額と空間特徴の関係を明らかにした研

究5) 7) 10) や，中韓個別の皇家庭園における扁額と庭園空間の特徴を

比較分析した研究11)もあるが，中国私家園林について，扁額の意

味とともに庭園空間の特徴を明らかにする全体的な研究は見当た

らない。 

 そこで本研究は中国蘇州私家園林の7カ所を研究対象とし，園林

建築の用途機能ごとに分類し，扁額の意味から反映された庭園空

間の特徴を明らかにすることを研究目的とする。 
 
2．研究対象 

拙政園，留園，網師園，獅子林，滄浪亭，芸圃，耦園は蘇州園

林発展の全盛時期（明清時代）に発達し，庭園意境の深さ，構造

の緻密さ，芸術の上品さ，文化の豊富さなどにおいて，蘇州にあ

る諸私家庭園の代表的な手本と認められ，1887年から2001年まで

相次いで世界文化遺産に登録された。本研究はこの7カ所の庭園を

研究対象地とする（図－1）。  

庭園が十分に成熟した清代末期まで12)，文献資料8)に記録された

上記7カ所の庭園にある扁額の位置と内容の変更がないことを確

認した上，合計214通の扁額を研究対象とする。そのうち，拙政園

は54通，留園は42通，網師園は26通，獅子林は33通，滄浪亭は22
通，芸圃は18通，耦園は18通である（表－1）。 

 
3．研究方法 

（1）調査方法 

 本研究では，劉の「蘇州古典園林」12)に記録された平面図を基

本図とし，曹の「蘇州園林扁額対聯鑑賞」8)を参照しながら，扁額
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図－1 対象庭園位置図 
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の名称と解釈を確認した。2012年11月に7カ所の庭園の現地調査

を行い，扁額の現存状況を確認し，更に扁額の掛けられている建

築，仮山，池泉などの空間構成要素を明確にした。 

（2）扁額の意味の分類 
 扁額の意味の分類については，章 7)と高 13)の皇家庭園における

研究に定義されているが,皇家庭園と私家庭園では造園思想が異

なるため，扁額の意味の分類も微妙に異なる。そこで，既往研究
7) 10) 11) 13) の分類基準を参考に，214通の扁額の意味の直訳と意訳，

および当時代の思想と文化，社会背景を関連し，隠棲，才徳，禅

宗，道教，五感，建築，植物，水，山，石，動物，天体気象を合

わせて12カテゴリーに分類する（表－1）。 

（3）分析方法 

 まず，分類上内容が共通している扁額をグループ化するため，

扁額の意味の分類のデータに基づき，クラスター分析を行う。次

に，扁額がかけてある対象建築を調査し，用途機能により建築を

分類する。最後に，各類型の建築における各扁額グループの分布

割合から，扁額の内容と庭園空間の関係とその特徴を分析する。 

 

4．扁額からみた庭園空間の特徴 

（1）扁額のグループ化 

 表－1のように整理したデータに基づき，214通の扁額についてクラ

スター分析を行う。クラスターの数は一定している範囲内にグループ

の特徴がよく現れるように，数の少ない基準で樹形図を切り分けるこ

ととした。その結果，djkの範囲6.00＜djk＜7.00の階級で，6.25の
部分を切断し，5つのグループが得られる（図－10）。 

 その結果，グループⅠは隠棲思想を反映する扁額であり，グル

ープⅡは建築，禅宗，道教，石，動物，水などの総合的な内容を

反映する扁額，グループⅢは五感と天体気象を反映する扁額，グ
図－10 クラスター分析結果 

表－1 扁額内容及び建築類型 8) 
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ループⅣは主に植物を反映する扁額，グループⅤは才徳の内容を

反映する扁額である。その中，各グループはそれぞれ14.0%， 

37.4%，15.8%，14.0%，18.7%を占めている（図－10）。 

（2）建築の機能分類 

 扁額は建築に依拠して存在するため，建築の用途機能に影響さ

れていると考えられる。研究対象地の7カ所の庭園の建築は亭，

廊，榭，閣，楼，塢，斎，軒，室，簃，庁，堂，館，祠，庵，門

合わせて16種である。既往研究のうち劉，邵の建築分類 12) 14)と

曹の各建築の機能 8) についての説明を参考とし，用途機能より建

築を以下のように分類する。 

1）遊覧鑑賞類（A類）建築 

この類型の建築は亭，廊，榭，閣，楼，塢 6 種を含み，休憩，

景色の観賞，遊覧などの活動が行われる。 

2）学習蔵書類（B類）建築 

 この類型の建築は斎，軒，室，簃4種を含み，蔵書，読書，習

字，参禅，琴を弾くことなどの活動が行われる。   

3）宴会接客祭祀類（C類）建築 

  この類型の建築は庁，堂，館，祠，庵5種を含み，宴席を設け

ての接客招待，家族祭祀などの活動が行われる。 

4）境界分節類（D類）建築 

 この類型の建築は門1種しかない。門の建築形式（囲まれた空

間ではない）と機能（空間を隔てる）の特性より，単独の一種と

する。 

（3）扁額からみた建築類型別の庭園空間特徴 

1）遊覧鑑賞類（A類）建築の空間特徴 

A 類建築は主に景色が良い所に位置し，四方に窓があるまたは

開放的である。あるいは高い場所に位置し，眺望がよい 12)。 

A 類建築にかけられている扁額には，グループⅡが最も高く現

れ，主に建築，禅宗，道教，石，動物，水，山などの要素を反映

し，48.50%を占める。グループⅠ，グループⅢ，グループⅣ，グ

ループⅤはほぼ同率で，それぞれ 11.8%，16.8%，12.8%，8.8%
を占める（図－11）。 

グループⅡでは，拙政園の松風水閣の「一亭秋月嘯松風」が，

‘秋の月は亭を照らし，風は松に吹き付ける’を意味する。水閣

は正面の得真亭に向かい合い，周辺に松が植えられている。秋に

は月光を浴びる亭の姿が見られ，松の枝葉を吹きわたる風の音が

聞こえる。（図－12）建築，植物などの要素が扁額の意味を反映

していると考えられる。獅子林の「扇亭」は‘扇子のような亭’

を意味する。亭は長廊の曲がり角に位置し，亭と配置した窓や石

の机の形は扇子のようである。建築の形が比喩により表現される。

その他，獅子林の「聴涛」（波の音を聴く），網師園の「射鴨廊」

（鴨を闘わせる廊），留園の「濠濮亭」（濠濮の水でゆうゆう自適

する心境の亭）等も扁額の意味に水，動物，道教の要素が含まれ

る。グループⅠでは，耦園の水閣の「山水間」が‘山水の間に隠

居する’を意味し，水閣の南北は池に囲まれ，築山は池の西に位

置する(図－2,図－3)。ここに隠居するのは俗世から遠く離れ，

人生の悩みを忘れるためである。空間から感じる隠棲の思想が扁

額に反映されている。グループⅢでは，芸圃の「響月廊」が‘月

光の音が響く廊’を意味し，廊は池に面し，月色が逆さまに映っ

ている水面は水音を出し，まるで月光が響くようである。五感の

聴覚と天体気象の月の要素が扁額に反映されている。グループⅣ

の拙政園の「嘉実亭」は‘美しい果実を鑑賞する亭’を意味し，

亭が位置する小さな庭には枇杷樹が多く植えられ，五月には黄金

色の枇杷果実を結び，目や心を楽しませる。植物の要素が扁額に

強調される。グループⅤでは，獅子林の文天祥詩碑亭の「正気凛

然」が‘剛直な気風凛然としていて，侵すことは許せない’を意

味し，才徳の思想が扁額に込められている。 

 以上，遊覧鑑賞類建築における庭園空間には，建築，禅宗，道

教，石，動物，水などの景観的な要素を反映する扁額が多く現れ

る。更に，文人は実際の景色に触れて感情が湧き，より一層深い

人生の哲理を思う。従って景観要素から連想しやすい禅宗，道教

の思想も多く見られる。この空間特徴も建築の休憩，観賞，遊覧

の機能と一致している。それに対して，隠棲，五感・天体気象，

植物，才徳を表現する扁額の頻度は比較的低く，これらの要素は

建築の遊楽機能と関連性がありながらも，主導的な地位をしめる

ことがない。 

2）学習蔵書類（B類）建築の空間特徴 

 B 類建築の構造は比較的簡単であり，素朴な形式をしており，

静かな場所に位置する 12)。   

 B 類建築にかけられている扁額の中には，建築，禅宗，道教，

石，動物，水，山などの要素を反映するグループⅡが高い割合を

表し，35.3%を占める。グループⅢ，グループⅣ，グループⅤも

高く現れ，同率で20.6%に達する。グループⅠはわずか3.6%であ

る（図－11）。 

  グループⅡでは，獅子林の「臥雲室」が，‘雲に臥せる禅室’を

意味する。文人はよく山石を雲と喩える。禅室は築山の中央に位

置し，周囲が太湖石に抱かれ，遠くから見るとまるで室は雲の中

に臥せているようである(図－4,図－5,図－13)。建築，石，天体

気象の要素が扁額に反映されていることが分かる。その他，拙政

園の「静観自得」（あらゆるものを静かに観賞し，天地と一体にな

っていく），滄浪亭の「面水軒」（水に面する軒），「陸舟水屋」（陸

地の舟，水中の屋）などの扁額にも禅宗，水，建築等の要素が見

られる。グループⅢでは，拙政園の「聴雨軒」が‘雨を聴く軒’

を意味し，軒は蓮を植える小さな池を臨み，後に竹と芭蕉が植え

られている。雨の時，雨の雫が木の葉に打ち当たり，音を立て，

読書や創作に適する理想的な雰囲気が作り出される。空間から五

感の聴覚，天体気象の雨などの要素が強調されている。グループ

Ⅳでは，網師園の「看松読画軒」が‘松と絵を観賞する軒’を意

味し，軒の前に樹齢二百年以上のシロマツが植えられている。軒

内で松の姿と天然の絵画を観賞しながら詩歌を吟詠し，楽しみは

尽きなかったとされている 8)。空間の植物の要素が扁額に反映さ

れている。グループⅤでは，留園の「還読我書斎」が‘斎に還り

吾が好む本を読む’を意味する。書斎は静かで素朴な庭に位置し，

蔵書と読書に良い所である。才徳を求める思想が扁額の意味から

伝わる。 

 以上，学習蔵書類建築における庭園空間は，建築，禅宗，道教，

石，動物，水，山などの要素が主に体現されている一方，五感・

天体気象，植物，才徳を反映する扁額も多く現れる。その理由は，

文人が書斎を選ぶ時，環境が静寂で，景色が優美な所を好み，さ

らに五感・天体気象，植物等要素が造り出した雰囲気が文人にイ

ンスピレーションを与え，創作に積極的に役立たせようとした

のではないだろうか。そのほか，隠居する文人は暗黒な政治に失

望し，田舎に帰り隠居せざるを得ないが，心の中に自分の価値を

実現する願望を依然として抱いている。特に学問を治める時，心

の抱負が一層かきたてられたとされている。それゆえB類建築の

庭園空間では，隠棲に関する思想はほとんど反映されていない。 

3）宴会接客祭祀類（C類）建築の空間特徴 

図－11 建築類型別の扁額グループ分布図 
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  C類建築は主に接客招待などの活動を行う場所として，園林建 

築の主体であり，他の建築より広い 12)。 

 C 類建築にかけられている扁額では，才徳を反映するグループ

Ⅴが 36.1%と高い割合を占める一方，グループⅠ，グループⅡ，

グループⅢはほぼ同率で現れ，それぞれ 18.0%，18.7%，16.4%
である。グループⅣは8.8%で，低い割合を示す（図－11）。 

グループⅤでは，拙政園の玲瓏館の「玉壷氷」が‘氷を盛る玉

の壷’を意味し，人の心は玉壷に盛られた氷のように純白で無邪

気であると比喩する。館内の窓や館外の舗装は氷の亀裂の模様で

飾られ，扁額の内容と一致している。人柄の純潔さや高尚さを追

求する才徳の要素が強調されたと考えられる。滄浪亭の五百名賢

祠の「周規・折矩」は‘ 礼儀や法度を守る’を意味し，先賢の人

徳を称賛する。その他，獅子林の「燕誉堂」（お客の美徳を誉める

堂），留園の「汲古得修綆」（古書を深く極めれば，知識を汲む長

い縄が得られる）にも才能と美徳の要素が見られる。グループⅠ

では，耦園の轎庁の「偕隠双山」が‘夫婦が共に山中に隠居する’

を意味する。庁外の東庭と西庭には黄石と太湖石の築山があり，

山林に帰る隠棲の思想を伝える。グループⅡでは，拙政園の「卅

六鴛鴦館」が‘三十六羽鴛鴦を飼う館’を意味し，館は広い池に

面し，三十六羽鴛鴦が水面に浮かぶ(図－6,図－7)という動物の

要素が現れる。グループⅢでは，留園の「清風起兮池館凉」が‘さ

わやかな風が吹き，池に臨む館は涼しくなる’を意味し，館は池

の東側に建てられ，門や窓がないため，風通しがよく，館に坐る

と清涼感を感じる（図－14）。五感の触覚，天体気象の風が扁額

の意味に反映されたことが分かる。 

 以上，宴会接客祭祀類建築における庭園空間は，公の活動を行

う場所として使われるため，文人の交流が多く，自らの孤高な文

人気骨と士大夫精神を表現しようとする傾向がある 4)。したがっ

て才能や美徳をほめる思想が扁額の内容によく表現されているこ

とが理解できる。一方，景観に関する総合的要素や五感・天体気

象，隠棲，植物等要素は建築の宴会，交流機能との関連性が比較

的低く，空間に現れることも少ない。   

4）境界分節類（D類）建築の空間特徴 

 D 類建築は囲まれた空間ではないが，空間と空間の境界である

一方，空間の変移も示す。 

D 類建築にかけられている扁額の中には，建築，禅宗，道教，

石，動物，水，山などの要素を反映するグループⅡと隠棲を反映

するグープⅠが高く現れ，それぞれ 38.8%と 33.3%に達する。グ

ループⅣは22.2%の割合を占める。グループⅤは5.5%と低い割合

を示す。グループⅢは現れず，割合は0％である（図－11）。 

グループⅡでは，拙政園の「別有洞天」が，‘別の天地がある’

を意味する。「洞天」，即ち道教の仙境とされている 8)。扁額をか

ける界門は拙政園の中園と西園を隔て，中園から西園に入るとき，

亭台楼閣と山水樹木の全景が目に映り，まるで仙境のようである

(図－8,図－9)。道教の思想が扁額の意味から示されると見られ

る。その他，獅子林の「獅子林」（仏教聖地），留園の「石林小院」

（林のような石の庭）等も禅宗，石の要素を反映する。グループ

Ⅰでは，滄浪亭の園門の「滄浪亭」が，紀元前3世紀の楚の政治

家屈源の「楚辞」：「滄浪の水清ければ，以って，吾が纓を洗うべ

し。滄浪の水濁れば，以って，吾が足を洗うべし」から名づけ，

世の流れに逆らわず臨機応変に対応することを意味する。園主蘇

舜欽は官職を失ってから政治を遠ざける覚悟を決め，扁額の意味

から隠棲の意志を表した（図－15）。網師園の「網師小築」は‘漁

師の小さな建築’を意味し，庭園の池は中央に位置し，主要な園

林建築は全部池に面して建てられている。園主の隠遁の情趣が理

解される。グループⅣでは，獅子林の「古五松園」は‘五本古松

を植える園’を意味し，松が庭の観賞中心であることが分かる。

植物の要素が扁額に強調される。 

以上，過渡指示類建築における庭園空間は，庭園の全体的なテ

ーマや特徴を指摘する扁額が多く見られる。蘇州私家園林の主人

は官界から失脚し，政治に志を得ない経歴が多いため，最後に隠

居の道を選び，暗黒な社会からひきこもった。それゆえ大部分の

庭園は入り口の園門にかかる扁額に隠棲に関するテーマを表して

いる。一方，庭園の観賞テーマとして，建築や植物などの要素を

反映する扁額も見られる。しかし，門は境界分節の建築であり，

観賞の機能はほとんど備えないため，景色を楽しむ時感じられる

はずの五感・天体気象の要素が現れないことが理解できる。 

 

5．おわりに 

 本研究は，中国蘇州私家庭園の扁額の意味から，建築の用途機

能ごとに庭園空間を分析し，その特徴を上記のように明らかにし

た。扁額の意味と庭園空間の特徴との深い関連性が見られ，扁額

の意味から強調された庭園空間が建築の用途機能とも密接な関係

を示していることが分かる。扁額の存在により，目に見える空間

に限らず，連想できる空間，または五感で感じられる空間，社会

背景に関わる歴史・文化的な空間を含む目に見えない空間の体験

もできる。 

今回の研究は私家園林の扁額を対象にしたが，扁額は中国の皇

家園林にも多く存在しているため，私家園林と皇家園林の扁額と

空間の特徴の比較を今後の課題と考える。 
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